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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 20

現在、コロナ禍における馴染みの方々との相互
の関係継続についての手段を職員間で検討して
いる。進展に期待したい。

Withコロナの考えに基づく施設体制の構築
は、ときに集団感染しいては感染入居者様の
生死に関わる事態を引き起こすこともあり得
るため慎重に慎重をきします。まずは面会の
緩和と気分転換の外出を日常化としたいで
す。

入居者様のご様子を伝えるオンライン電話、ビ
デオの添付、写真の送付、は現在進行形ですの
でより一層充実した形となるよう図ります。コロナ
感染者数の減少に応じて月1回の面会デーを設
け、少人数でのドライブや敷地内散歩をこれから
の季節にむけて思考しルーチン化とします。

1年

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


